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• 令和5年度中のエリアプラットフォーム設⽴に向けて、以下のようなスケジュールを想定しています。
（第2回資料より再掲、⼀部加筆）

• 準備会は本⽇で終了となりますので、ワークショップで活発なご議論を頂きますよう、ご協⼒をお願い致します。

はじめに
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規約(案)作成

•⼀部の前回参加者とも相
談しながら、エリアプラット
フォームのあり方や準備の
進め方について検討しまし
た。
•第2回準備会での意⾒を
ふまえ、「規約(案)」を作
成しました。

第3回準備会

•エリアプラットフォームの目
的等について考え方を示
します。

•「規約(案)」について、意
⾒交換を⾏います。

•王子におけるウォーカブル
なまちの実現にむけて、意
⾒交換を⾏います。

•準備会は第3回で終了と
なります。

規約（案）の
ブラッシュアップ、
構成員の募集等

•幹事候補が中心となり、
規約や当初の具体的な
活動、名称、その他運営
等について検討を継続し
ます。

•準備会への参加者のほか、
関係する団体や企業等を
対象として、設⽴当初の
構成員を募ります。

エリアプラット
フォーム設⽴

•エリアプラットフォーム設⽴
について広く周知を図るた
め、誰でも参加できる
キックオフイベントを開催し
ます。

•構成員の合意に基づきエ
リアプラットフォームを設⽴
します。

•令和6年度から、エリアプ
ラットフォームが主体となっ
てプロジェクトの具体化を
推進します。

11月〜12月 【本⽇】1月23⽇ 2月〜3月頃 3月末



本⽇の資料説明の流れ

（１）前回の振り返り
• 10月の開催概要、意⾒概要を振り返ります。

（２）前回のご意⾒に関して
• 前回いただいたご意⾒に関して、区の考え方をお示しします。

特に、エリアプラットフォームの目的について、事務局案をお示しいたします。

（３）本⽇のワークショップについて
• 前回のワークショップ結果を参考に、エリアプラットフォームの規約の事務局案を作成しました。

本⽇のワークショップで意⾒交換していただき、アンケートでのご意⾒等をふまえ、設⽴までに
調整を⾏います。

• ワークショップで、王子におけるウォーカブルなまちの実現について話し合っていただき、さらに
理解を深めていただきます。

本⽇のワークショップのテーマ
1. 事務局が作成したエリアプラットフォームの目的と規約について話し合います。
2. 王子において「ウォーカブルなまちを実現するために何ができるか」について、具体的に考え

てみます。
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（１）前回の振り返り
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日時 10月30日（月） 19時〜20時30分
会場 北とぴあ14階 スカイホール
プログラム

 エリアプラットフォームのあり方検討

 ワークショップ【エリアプラットフォームの構成メンバーについて】

 アンケート

開催概要開催概要

国士舘大学の西村准教授より、エリ
アプラットフォームの構成を考える
にあたり、「得意な人が得意なこと
をやるのが大事」ということや、組
織をイニシアチブ・多様性といった
視点から捉える方法についてアド
バイスをいただきました。

準備会の目的を再確認するとと
もに、エリアプラットフォームの
規約や構成、ロードマップ等に

ついて共有しました。

エリアプラットフォーム
をどのようなメンバー
で進めていくのが良い
か、活発な意見交換が行

われました。



（１）前回の振り返り
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意⾒概要意⾒概要 アンケートにていただいた主なご意見です。

• とても有意義な意見交換でした。参加者の意識、シビックプライドが高かった。
• 他エリアとの差別化をいかに図るかを考えるに当たり、「課題解決型」ではなく「強み伸張型」で進められると
いいと思いました。

• 今後も長期にわたって北区にかかわる人が、このプラットフォーム準備会のプレイヤーになるといいと思う。
• エリアプラットフォームの目的である「まちの魅力・価値を創出する」がふわっとしすぎているので、もう少し
解像度があがらないとどんなプレイヤーが必要か見えてきにくいと思いました。

• エリアプラットフォームがまちづくりや地域課題解決に関心のある方が協議調整を行う場であるならば、学
生や子どもたちの参加も可能性があると思います。

• それぞれのステークホルダーにとってメリットがあり、メリットがあるからこそコミットメントが生まれる、と
いう姿が健全かつ持続的かと考えます。

ワークショップの結果ワークショップの結果 まちづくりの関係者が、エリアプラットフォームにどの程度関わっていくのか、
カードを使って考え、班ごとに発表しました



参考資料︓アンケートのご回答
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本日のご感想・今回の準備会についてのご意見、ご要望
エリアプラットフォームの目的についてのご意見

エリアプラットフォーム構成員についてのご意見 など

行政主導、民間主導のどちらが良いか、王子は交通問題がメイン。まずここは行政主導で解決すべき。
しかし、それは最初だけで、ソフト中心の民間主体のものを進めていくべき。
願わくは、プラットフォーム会社を自分で建ててみたい。

とても有意義な意見交換でした。
参加者の意識の高さ、シビックプライドが高かった。
共創がしっかりと反映していけるようにたくさんの事例を学び王子らしいプラットフォームにしていけたら幸いです。

エリアプラットフォームの言葉だけは知っていましたが、内容に関してはほぼ初めて知ったことばかりで、勉強になりました。
王子の住民も参加できるように、今後も夜間に開催してもらえると有難いです。（第1回は昼間開催で参加できませんでした）

今後も長期にわたって北区にかかわる人が、このプラットフォーム準備会のプレイヤーになるといいと思う。
構成メンバーももう少し多様性（職種・年齢・性別）があるといいと思う。

これだけ学生がいるのは大きな宝だと思います。
他エリアとの差別化をいかに図るかを考えるに当たり、「課題解決型」ではなく「強み伸張型」で進められるといいと思いました。
それが民主導ならではの進め方かと。
今後のまちづくりに期待しています！！

エリアプラットフォームがまちづくりや地域課題解決に関心のある方が協議調整を行う場であるならば、学生や子どもたちの参加も
可能性があると思います。
次世代のことを考えることとあわせて、やがてシニアになる現役世代の考え方も入れつつ進める必要性を感じます。
枠で考えるのではなく、流れで考えてみてはどうでしょうか。

おもしろかったです。
何気に最年長！？

エリアプラットフォームの目的である「まちの魅力・価値を創出する」がふわっとしすぎているので、もう少し解像度があがらないと
どんなプレイヤーが必要か見えてきにくいと思いました。
たとえば「若い人を増やす」であればもっと若い人がコアメンバーとしていたほうがいいし、「ファミリーが暮らしやすい」ならファミ
リー参加の会があってもいいと思います。
また、自分ごととして動くには、対象エリアの事業者さんや地権者さん、住民が中心ではじまるのがいいのかなと思いました。



参考資料︓アンケートのご回答
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本日のご感想・今回の準備会についてのご意見、ご要望
エリアプラットフォームの目的についてのご意見

エリアプラットフォーム構成員についてのご意見 など

北区が民間の意思を尊重したいという姿勢はよく伝わってきました。
私たちの班は比較的現実的な視点で議論をしましたが、やはり区が民間の動きをしっかりサポートできる体制を考えていくことが
重要だと考えております。民間の意思を尊重する、ということと、責任を転嫁する、ということは紙一重だと思うので、気を付ける必
要があるのかと思っています。
もちろん民間としても、多少コストがかかっても地域のためにコミットしたい意思があります。ただし、どのようにしてステークホル
ダー同士がwin-winになれるかというのは区も一緒になって考え、提案してくれたらと一民間人として思います。
それぞれのステークホルダーにとってメリットがあり、メリットがあるからこそコミットメントが生まれる、という姿が健全かつ持続的
かと考えます。

期待しています！

様々な側面で未確定なものが多い中で、誰がかじとりをするのか、誰が責任を取るのか、がなかなか見えづらいと感じました。
どういう資金で運営されるのか、完全ボランティア活動なのか、それをだれが決めるのかがふわっとしているのでは。
しかし、逆にいえば、民間の一個人でもまちづくりに積極的にかかわっていける、もっとまちをこうしたい、を実現できる枠組みなの
だろうとも感じています。

非常に興味深い内容でした。次回はワークに加わりたいです。
全体的に時間が少し短く感じました。次は、13：30～16：30など、もう少し長めでお願いします。（日中の方が高齢者の方も参加で
きるのではないでしょうか）

貴重なご機会をありがとうございました。
自分にご協力できることがないか考える良い機会となりました。

名称は「王子エリアプラットフォーム」がシンプルで分かりやすいかも。
小さくできることからの実施として、現在月に1回「わくわく土曜スポーツクラブ」を小学生対象で行っているが、これの大人Verで
ある「大人サンデースポーツクラブ」の様な名称で、王子駅周辺で開催できないか？まずは何か動かすことによって見えてくるもの
があるはず。次の段階の各論ではありますが、ジャストアイディアとして提案いたします。
プラットフォームコアメンバーに学生／学校法人が入ることに興味があります。Next10年の人材育成ですね。

初めて参加させていただきました。
あらためて、エリアプラットフォームの目的や方向性を理解することができました。
学生（若者）の関心が高まることが、将来に向けて大切かと思いますので、可能な範囲で参画できればと考えます。



専門人材

地元
関係団体

就業者公共交通
事業者

公共施設
管理者

交通
管理者 住⺠

一般企業

地元企業

開発
事業者

地権者

関係者カード（例）

学生

（自由記述）

北区

グループC︓プロジェクトの企画・運営に中心的に関わりたい【構成員】
エリアプラットフォームの運営に積極的に参画する

（エリアビジョン策定したり、プロジェクトチーム組成したりなど）

グループB︓プロジェクトの企画・運営に部分的に関わりたい【構成員】
特定のプロジェクトにスポット的に参加し、アイディアを出したり、出店したりする

グループA︓当⽇のイベントに参加したい【一般参加者】
プロジェクトとして実施されるイベント等に来場したり、当⽇参加したりする

グループD︓会議の開催や運営・調整等を担いたい【構成員】
事務局としての作業や、会議の段取り、メンバーへの周知などを⾏う

１）構成員について
• 各班の傾向を以下のとおり整理しました。
• この結果を参考にエリアプラットフォームの体制案（構成員及び役割）を作成

しました。ご意⾒・ご感想があればアンケートにご記⼊ください。

（２）前回のご意⾒に関して
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北区

住⺠
就業者

住⺠
就業者

地権者

交通管理者

開発事業者

地権者 地元企業 地元関係団体
住⺠ 一般企業 公共交通事業者

公共施設管理者 北区学生

地元関係団体
専門人材

地元企業

地権者

学生

一般企業

専門人材

３つの班が置いた ２つの班が置いた １つの班が置いた

地元企業

一般企業

公共交通事業者

公共施設管理者

専門人材

学生

就業者 開発事業者 交通管理者 専門人材

学生
地権者 開発事業者

地元企業
ＰＴＡ おやじの会 私立学校役員(北区) 中間支援組織

文化芸術関係者 受託者

住⺠ 住⺠ 住⺠
〈凡例〉



9

（２）前回のご意⾒に関して

第2回準備会での意⾒やプラットフォームの目的をふまえ、構成員（会員）の対象は広く捉えるとともに、関わり方
の違いに応じた役割としました。
また、全体としての意思決定よりもプロジェクトを通じた連携を重視した体制とします。

幹事（幹事会）

事務局

住⺠

企業地権者 地元
団体

学校関係者
⾏政機関
開発事業者

など
住⺠

幹事はプロジェクトの企画・運営の中心となる
幹事会を構成し、プラットフォームの活動方針等を協議する

必要な事務や⼿続きを⾏い、プラッ
トフォーム全体をサポートする

プロジェクトとして実施される
イベント等に来場したり、

当⽇参加したりする

就業者

学生
など

参加

エリアプラットフォームの体制（案）

専門人材

会員はプラットフォームの目的や活動方針に賛同し、プロジェクトの企画・運営にかかわる

専⾨家の⽴場として参画・⽀援する

２）エリアプラットフォームの体制について



（２）前回のご意⾒に関して

２）活動資⾦について
• ワークショップにおいて、エリアプラットフォームの資⾦が課題とのご指摘がありました。また、アンケートでも「どういう

資⾦で運営されるのか、完全ボランティア活動なのか、それをだれが決めるのかがふわっとしているのでは。」とのご
意⾒がありました。

 エリアプラットフォームの資⾦については、本⽇も継続してご議論をいただきたいため、参考となる事例・⼿法等を
ご提示します。
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●会員からの会費・分担⾦
• 豊島区の池袋エリアプラットフォームは、正会員︓1口10万円を1口以上、準会員・特別会員︓原則 無償、賛助会

員︓1口5万円を1口以上 としている。

●サポーター/賛助会員制度
• 広島県福⼭市の千代⽥地区かわまちづくり官⺠連携プラットフォームは、運営・事業経費を確保するためにサポーター制

度を設けている。寄付⾦額は個⼈︓1口1万円以上、法⼈・団体︓1口5万円以上と定め、寄付⾦額に応じた顕彰や、
サポーターへの活動報告を⾏っている。

●「官⺠連携まちなか再生推進事業」（国⼟交通省）
• 官⺠の様々な⼈材が集積する①エリアプラットフォームの構築、エリアの将来像を明確にした②未来ビジョン等の策定、ビ

ジョンを実現するためにエリアプラットフォームが実施する③シティプロモーション・情報発信、④社会実験・データ活用、⑤交
流拠点等整備などの取り組みを総合的に⽀援する。
（①・②︓合計1,000万円/年を上限に最⼤2年間、③・④︓補助率1/2、⑤ ︓補助率1/3など）

• 令和5年度分は、令和4年12月23⽇から令和5年1月20⽇まで公募を⾏い、エリアプラットフォーム活動⽀援事業として
70者が決定された。

エリアプラットフォームの活動資⾦（例）



２）活動資⾦について

●会員からの会費・分担⾦
• 福岡県福岡市の天神地区のWe Love 天神協議会（事業実施主体は（⼀社）We Love 天神）では、防犯、来街

者サービス、交通マネジメント、集客イベントなど幅広いまちづくり活動を展開している。地区会員（地区内の建物・施設など
の設置者・所有者など ５万円／年）、⼀般会員（地区に所在する法⼈、居住者、従業者など １〜３万円／年）が
負担する年会費、地区会員が建物の規模に応じて負担する自治活動費（10〜150万円／年）、事業協賛⾦、市から
の負担⾦などを財源として活動。

●サポーター/賛助会員制度
• 神奈川県川崎市の（⼀社）武蔵⼩杉エリアマネジメントは、地域におけるサークル活動を運営しており、参加を希望する賛

助会員を「I♥ Kosugi Club会員」と名付け、年会費3,600円で募集している。
• 千代⽥区の（⼀社）淡路エリアマネジメントは、賛助会員として個⼈︓1口3,000円、法⼈・団体︓1口1万円で募集して

いる。特典として、地域情報誌の配布、情報発信媒体への会員名記載。

●公共施設の管理・運営事業
• 兵庫県姫路市の（⼀社）ひとネットワークひめじは、市から指定管理を受け、駅前広場空間の運営や、路上駐⾞場運営を

⾏い、使用料等の収⼊を得ている。

（２）前回のご意⾒に関して
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エリアマネジメントの活動資⾦（例）



２）活動資⾦について

●クラウドファンディング
• 広島県広島市における社会実験「＃カミハチキテル-URBAN TRANSIT BAY-」は、開催経費の8割程度を⺠間資⾦で

補う想定でクラウドファンディングを実施し、目標100万円、達成額約130万円を資⾦調達した。ほかに参画企業からの現
物⽀給で資材調達もあり。

●⺠都機構の⽀援によるまちづくりファンド設⽴
• 兵庫県豊岡市では、⺠都機構と地域⾦融機関が連携して「城崎まちづくりファンド」を⽴ち上げ、当該地域の課題解決に資

するリノベーション等の⺠間まちづくり事業に対し、出資・融資により⽀援している。ファンド規模は6,000万円（但⾺信用⾦
庫3,000万円、⺠都機構3,000万円）

• 現在全国で29の実績があり、都内では台東区、⾜⽴区、葛飾区に設⽴されている。

●まちなかウォーカブル推進事業（国⼟交通省）
• 市区町村が都市再⽣整備計画において「滞在快適性等向上区域」指定し、「居心地が良く歩きたくなる」まちなかづくりを推

進する事業。有識者の招聘、基礎データ分析、ワークショップの開催、社会実験等のソフト事業も補助対象
（事業主体︓市区町村・⺠間事業者、補助率︓1/2）

• 愛媛県松⼭市では、補助を活用し、市と商店街が連携し商店街のアーケードモールを撤去し建物景観を整えウォーカブルな
空間へと再構築した。

●まちづくり⽀援事業（東京都都市づくり公社）
• まちが抱えている課題を解決するため、地域の住⺠による自発的なまちづくり活動を⽀援する制度
• まちづくり相談費、まちづくり活動費（合わせて50万円まで）

（２）前回のご意⾒に関して
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プロジェクトに対する活動資⾦（例）



（２）前回のご意⾒に関して

３）「流れで考える」エリアプラットフォームの活動と資源のイメージ
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初期（〜２年） 中期（〜１０年） 発展期（１０年〜）

会員の事業目的に基づく活動・企業の社会貢献活動（CSR）
ボランティア活動
区の事業

エリプラ発意のプロジェクト
エリマネ法⼈の事業活動

会員による⼈と資⾦の供出
区の予算・⼈的⽀援
補助⾦（官⺠連携まちなか）

補助⾦（まちなかウォーカブル）

エリマネ事業の収益

寄付⾦、クラウドファンディング等

受益者の負担⾦

法⼈構成員の会費・分担⾦

活動

資源

既存の取り組みもエリ
プラの活動に位置付け エリアマネジメント

法⼈等の設⽴

公的⽀援や善意による活動から自⽴・自⾛型の活動へ移⾏



４）エリアプラットフォームの目的について
• アンケートにおいて、「エリアプラットフォームの目的である『まちの魅⼒・価値を創出する』がふわっとしすぎて

いるので、もう少し解像度があがらないとどんなプレイヤーが必要か⾒えてきにくいと思いました。」とのご意⾒
がありました。

（２）前回いただいたご意⾒について

14

 ご意⾒に対する区の考え

ガイドラインでは将来都市構造の中心として
「ウォーカブル・ガーデン」の構想を掲げています。

エリアプラットフォームにおいてもウォーカブルなまち
の実現を目的として活動を展開することが望まし
いと考え、以下のとおり目的を設定しました。

目的（案）

• プラットフォームは、「ウォーカブル・ガーデン」
をはじめとする王子ならではのウォーカブルな
まちを具体化するため、エリアビジョンを策定
するとともに、その実現に向けた活動を通じて
多様な主体が連携しながら、まちの価値や魅
⼒を創出することを目的とする。



区
公共
交通
管理者

⺠間の
開発事業者

NPO等の
新たなまちづくり

の担い⼿
外部の

専⾨⼈材

① エリアプラットフォーム設⽴の目的 ＝ ウォーカブルを目的に関係者がマッチングするための⼟台

プロジェクトチーム プロジェクトチーム プロジェクトチーム

地権者 地元
企業住⺠ 地元関係

団体

情報発信 情報発信 情報発信 情報発信

まちづくりルールの
策定・運用 景観保全・緑化

② 関係者同士で話し合い、プラットフォームで取り組むプロジェクトを決めていく

広報・プロモーション
イベントの実施 人材育成 交通対策公共空間の

維持管理・活用

③ プロジェクト毎にプレイヤーが集まってチームを結成し、実施していく

④エリプラ活動に興味をもち参画を希望

４）エリアプラットフォームの目的について
 ウォーカブルなまちを目指したゆるやかな目的を設定し、エリアプラットフォームで幅広い活動内容を展開す

ることで、新たなプレイヤーへの間口を広げることを意図しています。

（２）前回いただいたご意⾒について
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新たな
プレイヤー

新たな
プレイヤー

新たなプレイヤーへの
間口を広げる

エリアプラットフォーム
で幅広い活動内容を

展開

ウォーカブルなまちを
目指したゆるやかな

目的を設定

取り組みメニューのイメージ例

＜エリアプラットフォームの目的イメージ＞



エリアプラットフォーム規約（案）

①名称
• 王子駅周辺まちづくりエリアプラットフォーム

②目的
• プラットフォームは、「ウォーカブル・ガーデン」をはじめとする王子ならではのウォーカブルなまちを具体化するため、エリアビ

ジョンを策定するとともに、その実現に向けた活動を通じて多様な主体が連携しながら、まちの価値や魅⼒を創出するこ
とを目的とする。

③活動内容
• プラットフォームは、次に掲げる活動を⾏う。

a. エリアビジョンの策定及び普及
b. エリアビジョン実現に向けた取り組みの実施
c. 王子駅周辺のまちづくりに関する情報共有及び意⾒交換
d. その他、目的を達成するために必要なこと

④会員
• プラットフォームは、本規約に賛同する以下の会員により構成する。

a. まちづくりに関わる個⼈、団体、企業等
b. 専⾨⼈材
c. ⾏政機関
d. その他、幹事会が認める者

（３）本⽇のワークショップについて

16

１）テーマその１【目的と規約】について
本⽇のワークショップのテーマその１では、北区が提示する規約（案）ついて意⾒交換していただきます。
⾚字の部分について自由に議論してみてください。
各班で出た意⾒をまとめ、ファシリテーターに発表していただきます。



（３）本⽇のワークショップについて
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１）テーマその１【目的と規約】について

⑤幹事
• プラットフォームに以下の幹事を置く。

a. 代表幹事 1名
b. 幹事 若⼲名

• 代表幹事はプラットフォームを代表し、幹事の互選により選任する。
• 幹事は③の活動を⽴案・推進し、活動全般の円滑な進展を主導する。
• 代表幹事及び幹事の任期は2年とし、再任を妨げない。

⑥総会
• 総会は会員をもって構成する。
• 総会は以下の事項について決議する。

a. 幹事の選任及び解任
b. エリアビジョンの決定
c. 規約の変更

⑦幹事会
• 幹事会は代表幹事及び幹事をもって構成する。
• 幹事会は以下の事項について決議する。

a. ③の活動に関すること
b. 会員の⼊会及び退会に関すること
c. その他、目的を達成するために必要なこと

⑧事務局
• プラットフォームの事務局は、北区都市拠点デザイン担当課 に置く。
• プラットフォーム全体の運営に必要となる連絡・調整等は、北区まちづくり部都市拠点デザイン担当課 及び
🔴🔴🔴🔴🔴 が共同して⾏う。



「ウォーカブル」
「居心地がいい」
「歩きたくなる」
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（３）本⽇のワークショップについて

２）テーマその２【ウォーカブルなまちの実現】について
本⽇のワークショップのテーマその２では、「ウォーカブルなまちを実現するために何ができるか」について意⾒交

換していただきます。

＝ 「居心地が良く、歩きたくなるまちなか」という意味
＝ 樹⽊や草花・⽊陰がある、休憩・軽⾷できる場所がある、喧騒から離れた広場がある、清掃が⾏き届いている、など
＝ 歩道が広い、⾞や自転⾞と近すぎない、バリアフリー、賑わいがあって楽しそう、目的地を回遊してまわれる、など

 まちなかにある道路・公園等のパブリックスペース
を活用したイベントを例に話し合ってみましょう。
 近年、まちづくり協議会や商店街等がまちづくり⼀環として、

まちなかで食やマーケット、アートなどの集客イベントを開
催する事例が増えています。駅前にある道路・公園等のパ
ブリックスペースをイベント会場の⼀部として活用し、多くの⼈
をまちなかに呼び込み、地域全体へにぎわいを広げる取り組
みです。（→参考事例）

 王子駅周辺のケーススタディとして、右図の範囲を設定し
ⅰ 王子らしいイベントのテーマ
ⅱ イベントの実施体制・メンバー
ⅲ イベントに使いやすい/使いづらいパブリックスペース
ⅳ イベントを開催するときの課題、規制緩和
ⅴ まちを回遊するための仕掛け など
みなさんで自由に意⾒を出してみましょう。

 アンケートにも気が付いた点を書いてみて下さい。

今回 意⾒交換していただきたい範囲
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（３）本⽇のワークショップについて

★ 参考資料（王子駅周辺まちづくりガイドライン）
 ガイドラインでは以下のような記載をしています。

▲駅前の空間を拡張していく（＝ハード整備）という▲
▲戦略。

▲北本通りを⼈々が集う交流軸とし（＝ハード整備）、
▲アクティビティを⽣み出す（＝ソフト整備）場所を形成
▲するという戦略。

➡ より具体的なプロジェクトを考えて、地図に書き込んでみましょう。



参考事例（１）

IKEBUKURO LIVING LOOP（豊島区）
「まちなかリビングのある⽇常」をコンセプトとして2017年から
開催されているマーケット。池袋東口グリーン⼤通りや南池
袋公園に、屋台や⽊製のストリートファニチャー等が並ぶ。
●開催⽇︓2023年は、5月6⽇(土)、7月1⽇(土)、

9月2⽇(土)、11月3⽇(⾦)〜5⽇(⽇)
●主催︓グリーン⼤通りエリアマネジメント協議会

（共催︓豊島区）
●会場︓メイン・・・池袋東口グリーン⼤通り、南池袋公園

サブ・・・サンシャインシティ、MUJIcom東池袋等
●実施区域

URL︓https://ikebukuropark.com/livingloop/
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●イベント内容

●写真

OUTDOOR 
LIVING

グリーン⼤通りがリビングに変わり、ゆったりくつろげるハンモック・クッションソファ・
テーブル・ベンチなどストリートファニチャーをあちらこちらに設置。お気に⼊りの
ファニチャーを⾒つけて、居心地のいいストリートでの時間を過ごしましょう。

FOOD / DRINK 池袋周辺で採れた新鮮な野菜・焼き菓子・ランチボックス・パン・コーヒー・ワイ
ン・クラフトビールなど、美味しいものが勢揃い。

CRAFT / 
ANTIQUE

⼿づくり雑貨・洋服・こだわりの本やアンティーク家具など。思いがけないお気に
⼊りの⼀品との出会いがあるかもしれません。

ART / 
PERFORMANCE

演奏家による心踊る演奏や、個性豊かなストリートパフォーマンスも開催︕⽇
常の中の非⽇常をお楽しみください

WORKSHOP / 
RELAXATION

布・植物・革・ガラスなど素材を活かしたワークショップや、ヨガ・マッサージなどの
リラクゼーションなども。いつもとちょっと違う体験、してみませんか。

NIGHT MARCHE 夜は、劇場都市池袋の“アフター・ザ・シアター”を楽しむナイトマルシェも開催。
ゆったりとお酒や⾷事、買い物を楽しんでみませんか︖



参考事例（２）

おいしい道2023（大田区）
蒲⽥東口「さかさ川通り」に地域飲⾷店による特設店舗が
出店し、道路に置かれた⻑ーいテーブルと芝⽣の上で飲⾷
を楽しめる。ダンスや読み聞かせのイベントプログラムも開催。
●開催⽇︓11月2⽇（⽊）、3⽇（⾦）
●主催︓⼀般社団法⼈蒲⽥東口おいしい道計画、

蒲⽥東口商店街商業協同組合
●イベント内容

●写真

URL︓ http://oishiimichi.com/
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大森イーストテラス フェスタ（大田区）
⼤森駅東口駅前広場では地元商店街等が毎月いろいろ
なイベントを開催している。11月は“オーモビリティ おおもりの
りもの博覧会”と題し、乗り物がテーマの体験型イベント。
●開催⽇︓11月11⽇（土）、12⽇（⽇）
●主催︓⼤森イーストテラスフェスタ実⾏委員会

（⼤森駅東口商店会、⼤森北⼀丁目町会）
●イベント内容

●写真

URL︓https://omori-east-terrace-festa.jp/

概要

体験型イベント ○キッズお仕事制服写真館
○ミニ新幹線＆踏切体験
○自転⾞シミュレーター

屋外展示 ○⼤森未来ジオラマ
○未来モビリティ
○クラシックカー

飲⾷出店 ○商店会および近隣店舗等のテント出店やキッチンカー 計7店

概要

飲⾷出店 地域の⼈気飲⾷店による特設店舗

イベントプログラム ○コンテンポラリー・ダンス パフォーマンス
○絵本の読み聞かせワークショップ＆紙しばい屋さん
○Jacob Koller ミニライブ（ピアノ）



参考事例（３）

高円寺フェス（杉並区）
様々なイベントを高円寺全域の複数会場で同時開催する
複合イベント。劇場、参加店など様々な会場でのパフォーマ
ンスやワークショップへの参加、まち歩きが楽しめる。
●開催⽇︓10月28⽇（土）10月29⽇（⽇）
●主催︓高円寺フェス実⾏委員会
●イベント内容︓会場別イベント⼀覧

●参加店舗数︓約200店舗
●協賛企業・店舗・団体（サポーター）︓61者
●集客効果︓2⽇間で約20万⼈
URL︓https://koenjifes.jp/
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兜町夜市（中央区）
⾦融街である⽇本橋兜町エリアにおいて、オフィスビルと地
域の飲⾷店が連携し、⾷、音楽、アート、マーケットといった
様々な催しが同時に⾏われるまち歩きイベント。
●開催⽇︓10月27⽇（⾦）〜29⽇（⽇）の3⽇間
●主催︓平和不動産(株)、メディアサーフコミュニケーション

ズ(株)（イベント・出版会社）の2社

●イベント内容

●参加店舗数︓約20店舗
URL︓https://kontext.jp/kabutocho-yoichi2023/

◆全参加店
• 各参加店イベントめぐり
• 参加店無料デジタルスタンプラ

リー＆謎解き
◆各参加店
• #ぐるミュー
• 第7回ぐるカップ〜高円寺フェス

夜の部〜
◆北口広場
• 北口広場駅前プロレス＆ライブ
◆南口広場
• 南口広場 にぎわいPRブース
• 第5回スタンド灰皿デザインコン

テスト
◆高円寺北公園
• 高円寺フェス2023@⻘空個

展てづくり市
◆高円寺中央公園
• 第12回 カレーなる戦いin杉並

◆高円寺マシタ
• 高円寺マシタ de SHOW!!
◆高円寺南四丁目交差点付近
• 高円寺南マチナカフェス
◆⼤東京信用組合 2F会議室
• 親子ワークショップまつり
◆座・高円寺２
• 「杉並4駅・街の魅⼒キャッチコ

ピー募集」最終選考会
• 高円寺フェス2023 みうらじゅ

ん・⼭口隆・峯⽥和伸トークイ
ベント

• 秋に舞う︕ 高円寺フェス阿波
おどり

• 高円寺フェス2023 オーケンの
ほほん学校 高円寺編︕

◆ IMAGINUS
• サイエンスでハロウィンパー

ティー︕ in IMAGINUS

◆セシオン杉並
• パンとカレーの祭典2023秋
◆商店街
• 中通商栄会 阿波おどり
• 庚申こどもまつり
• 第179回 秋のびっくり市 〜純

情びっくりセール〜
• あづま通り 阿波おどり＆サンバ
• 第18回 秋のエトアール祭「エト

いち」
• PAL商店街＆南商店会 「楽

祭（がくさい）」
• ルック商店街が熱くなる2⽇

間︕ 東京百⻤夜⾏・サンバ・
和楽器パフォーマンス

◆高円寺アパートメント
• ビアフェス Vol.4

名称 概要 ⽇時

兜町夜市ナイトマーケット KABUTO ONE（オフィスビル）
1階アトリウムでの雑貨、アパレル、
⾷物販の販売

10/28-29 15:00-20:00

兜町夜市飲み歩き 兜町の飲⾷店でのチケット制はしご
酒

10/27-29

兜町ミュージックフェス 各店での音楽ライブ、DJイベント 10/28-29



設⽴までの流れについて
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準備会では様々なご意⾒をいただきありがとうございました
ぜひエリアプラットフォームへのご参加をお待ちしています

幹事候補による準備
• 特にエリアプラットフォームに賛同いただける方に幹事としての参加を打診します
• 幹事候補を中心に規約や当初の具体的な活動、名称、その他運営等について

検討を継続します

構成員の募集
• 準備会への参加者（団体、企業、個⼈）のほか、関係する団体や企業等を

対象として、設⽴当初の構成員を募ります

エリアプラットフォーム設⽴
• 令和6年3月頃の設⽴を目標に準備を進めます
• 設⽴にあたってはキックオフイベントの開催等も検討しています


